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 思春期特発性側弯症（Adolescent idiopathic scoliosis：AIS）は、思春期に発生する脊
柱の弯曲変形である。AISの評価には、立位静止時の脊柱全長X線画像上の脊柱弯曲角度
（Cobb角）が用いられる。しかしX線画像は静止時の評価であるため、AIS患者の歩行時
の動態には不明な点が多い。主カーブの部位により様々なカーブパターンが存在する
が、過去の動態解析ではこれら全てが区別なく解析されており、脊柱変形が歩行時の体
幹動態へ及ぼす影響については十分に明らかになっていない。本研究の目的は、胸椎お
よび腰椎にシングルカーブを有するAISの3次元歩行解析を行うことで、AISにおける脊柱
変形の体幹動態への影響を明らかにすることである。 
 変形矯正手術を予定したAIS女性患者を対象とした。保護者を含め同意を得て計測を
行ったAIS患者122名のうち、胸椎に右凸の主カーブをもつ群（胸椎カーブ群）22名と、
腰椎に左凸の主カーブをもつ群（腰椎カーブ群）17名を選択した。両群間で、身長、体
重、脊椎主カーブCobb角に有意差はなかった。31個の体表マーカを貼付し、10mの自由
歩行及び立位動作を2台の床反力計と光学式計測システム（8台のカメラ）を用いて測定
し、専用ソフトで解析を行った。体幹動態の非対称性を調査するため、1歩行周期の左右
の各立脚期における、骨盤に対する矢状面、冠状面、水平面の体幹姿勢角度を解析し、
それを左右間で比較検討した。 
 その結果、胸椎カーブ群では水平面において体幹が立位時に凹側に回旋偏位し、歩行
時にはその回旋偏位はより顕著となっていた（凹凸間差：8.8±0.6度、p<0.01）。腰椎
カーブ群では、歩行時に冠状面において凸側に有意に体幹が傾斜していた（凹凸間差：
1.9±0.3度、p<0.05）。立位時の体幹最大回旋運動は腰椎カーブ群では左右の回旋量は同
じであったが、胸椎カーブ群では凸側に有意に大きく回旋していた（凸側32.6±5.0度、凹
側27.9±5.5度、p<0.01）。すなわち、胸椎カーブ群においては水平面において、腰椎カー
ブ群では冠状面において体幹運動の非対称性があり、これらは胸椎および腰椎の可撓性
が異なることから生じていると考えられた。 
 一方、本研究の限界としてコントロールとしての健常者データがないこと、将来的に
この体幹の非対称性動態が臨床的にどのようなデメリットがあるのか不明であること、
などがある。 
 以上のように本研究では、AISの脊椎主カーブ部位が異なることによって体幹動態が異
なることを初めて報告した。本研究の結果は、将来的にカーブパターンによる治療法選
択・予後予測の決定への応用が期待される。  
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